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は、キャリアと呼ばれる大手携帯電話会社が提供しています。このた

め、利用できるエリアはキャリアと差がありません。

　キャリアの通信網を利用した一般消費者向けMVNO SIMサービス

が日本で始まったのは、2010年に日本通信「b-mobile」からスタート

しました。ドコモの通信網を用いたSIM単体のパッケージ商品は市場

に大きなインパクトを与え、現在では楽天やイオンといった異業種

からの参入も進むなど、「格安SIM」の名前とともに一般的にも広く知

られるようになりました。その後、2014年にはauの通信網を用いた

ケイ・オプティコムの「mineo」が登場。2017年には同じく日本通信が

ソフトバンクの通信網を用いたサービスを開始するなど、3キャリア

全てに対応しています。

　MVNO SIMサービスがスタートした当初はデータ通信SIMのみで

したが、その後「SMS対応データ通信SIM」や「音声通話対応SIM」が登

場し、プランも「高速通信データ通信容量20GB」や「容量無制限プラ

ン」のほか、特定アプリのデータ通信が使い放題となる「カウントフ

リー」など、MVNO各社が工夫を凝らした魅力的な料金プラン、サー

ビスが続々と提供されています。興味のある方は色々と調べてみる

のも面白いかもしれません。　　　　　　　　　（滋賀支店　栩谷）

　SIMとは、スマホやケータイ、タブ

レットなどのモバイル端末でデータ

通信や音声通話などを行うために必

要なICチップカードのことです。3Gや

LTEといった電波を使ってデータ通信

や音声通話するには、このSIMカードがなくてはなりません。SIM

カードには電話番号など契約者情報が記録されており、利用者を特

定する役割も果たしています。 

　スマホなどのデータ端末で使われているSIMカードのサイズは、

「標準SIM」（写真左）、「マイクロSIM」（写真中央）、「ナノSIM」（写真右）

の3種類。これらのサイズは利用する端末・機種によって異なります。

サイズや通信規格が合えば、1枚のSIMカードを複数の端末で共有し

たり、1つの端末で複数のSIMカードを差し替えたりもできます。ちな

みに、「SIM」という名称は、Subscriber Identity Module（加入者識別モ

ジュール）の略です。

■大手携帯電話会社のSIMと格安SIMとの違い

　現在、格安SIM（MVNO SIM）として国内で流通しているSIMカード
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進 化 す る Ｌ Ａ Ｎ ケ ー ブ ル

　ＬＡＮケーブルは、ＬＡＮの通信速度により使うケーブルの種類が変わってきます。

ＨＵＢなどのＬＡＮ機器の性能が１Ｇｂｐｓ（Ｇｂｐｓ：１秒間に1,000,000,000回の

0か1のビット情報が送れます）であってもＬＡＮケーブルの性能が１００Ｍｂｐｓ（Ｍｂ

ｐｓ：１秒間に1 , 0 0 0 , 0 0 0回の0か1のビット情報が送れます）しかなければ、

１００Ｍｂｐｓの通信速度しかだせません。ケーブルがどの速度まで対応しているのかを

示す規格がカテゴリー（＝ＣＡＴ）いう規格です。現在、よく使われているのは

ＣＡＴ６やＣＡＴ６Ａの規格のＬＡＮケーブルですが、順番に各性能を見てみましょう。

LANケーブルの種類
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最速１００Ｍｂｐｓの通信速度に対応しています。１９９５年頃に最も使われていました。

最速１Ｇｂｐｓの通信速度に対応しています。２０００年頃から使い始められており、

現在も現役で使われております。

最速１Ｇｂｐｓの通信速度に対応しています。ＣＡＴ５ｅとの違いは、　ＣＡＴ５ｅではケーブ

ル内の４対のペアケーブルが各２５０Ｍｂｐｓの速度で通信して合計１Ｇｂｐｓの速度に対応

しているのに対し、ＣＡＴ６は４対のペアが各５００Ｍｂｐｓの速度に対応し２対が送信と残り

２対が受信に分けて通信する事ができます。ただ、現在販売されているＬＡＮ機器で、送信ペア

線と受信ペア線に分けて通信する機器はありません。

１０Ｇｂｐｓの通信速度に対応したケーブルです。今後普及が見込めますが、ケーブルが硬く

工事しづらいケーブルです。　　　

１０Ｇｂｐｓの通信速度に対応しています。ＣＡＴ６Ａとの違いはケーブルにシールドが施され

ていてノイズに強いケーブルですが、ケーブルにアースが必要となり、ケーブル・アースがとれる

ＬＡＮ機器である必要があります。普通、１０Ｇｂｐｓの器機にはアースがとれるようになって

います。

通信距離が４０ｍまでに制限されますが４０Ｇｂｐｓまでの通信に対応しています。１５ｍま

での距離だと１００Ｇｂｐｓまで通信可能となります。


